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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　１２月　1５日　（月）

司会　小泉　彰　　　記録　田村　直樹
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（香）
	市　島
	藤　原

（英）
	沢　田
	滝　田
	小　泉
	岩　藤
	中　田
	
	末政

	○
	  深夜
	準夜
	深夜
	公休
	○
	病欠
	欠勤
	
	○

	加　藤
	木　村
	田　村
	音喜多
	土　岐
	山　田
	佐　藤（栄）
	鈴　木
	荒木田
	佐々木

	○
	公休
	○
	準夜
	公休
	○
	学校
	　学校
	学校
	学校


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

･板橋CWの業務について明日から火･木曜日　北病棟　9:30～10:00まで入浴室･喫煙

室･和室の掃除を行う事となります。掃除を始める前と終了後に報告し、又、鍵の取り扱いに関しては、浴室など施錠してあるところは北病棟スタッフに開けてもらう事になっていますので、各自スタッフ周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

･浅野　秀子様～本日松尾歯科受診し、入れ歯の調整を行っています。次回の日時は決めておらず、痛みのある時再受診予定となっています。処方薬等もありません。

　　　　
･清川　厚子様～レースの編み物の道具は病棟預かりとなっていますので各自周知お

願いします。

･清水頭　翼様～12/13(土)外泊訓練目的の為、御家族様の迎えにて外泊に行かれてい

ます。異常連絡はなく12/14(日) 御家族様と一緒に帰院されてお

ります。服薬も問題なく、外泊中に行う事としていた、手伝いと布

団たたみに関しては行えかったが御家族様とは会話をしてきたと

の事で、御家族様より｢気になる事はなく、以前にくらべ表情が

明るくなっていると感じた｣と話されています。引き続き、疲労感の有無、プログラム参加状況を確認していきましょう。

･木村　梅子様～最近、レストランや病棟内での小走り歩行が目立ってきていますの

で見かけた際にはその都度声掛けや自身の行動を振りかえって行

く様に介入していきましょう。

＜リハビリテーションプログラム内容・経過報告＞

･施設･物品の破損はありません。

･クリスマス会の練習を行っています。

＜週間予定＞

12/15（月）　モップ受け

12/17（水）　リネン交換(布団カバー)　　　　　

12/18（木）　皮膚科診察　

12/20（土）　蛯名　勝幸様～退院前訪問(自宅･あぐりの里)

12/21（日）　カルテ外し(9月分)

＜ナイトプログラム小グループについて＞

・ナイトプログラム小グループについて、現在小グループにして行っているものは、グループの意味とは掛け離れたり、又、進歩の見られない状況にあり、患者様もスタッフも難しさを感じている事と思います。そこで21年1月より、小グループの内容の充実、患者様・スタッフの向上を目指す為、大きな議題を元に進行を行う事を考えています。

　理想とするものとは、遠いものがあるかと思いますが、下記を実施し三ヶ月評価をして行きたいと考えておりますので、ご協力の程お願い致します。

【肥満グループ】

１月・・・肥満について(例…原因・対策・カロリーについて等)

２月・・・肥満に関する病気は？（勉強会等）

３月・・・運動について…（運動の実践等）

【趣味活動グループ・対人交流グループ】

１月・・・今後の自分について(それぞれ意見を出し合おう)

２月・・・余暇について(有効に使うには？)

３月・・・皆で協力しよう(他者とのコミュ二ケーション・物作り・遊び等)

【知識マナーの向上グループ・社会復帰グループ】

１月・・・病気について(知っている？)

２月・・・金銭について(現在の使用法・利用について)

３月・・・自身の病気についての振り返り（どうだったか？対処法等）

＜転入患者様＞

佐藤　惠圀様　６１歳　　病名：躁病　　主治医：安ヶ平Dr

入院形態：医療保護入院　　入院年月日：H２０年９月１１日（２回目）
血圧:週1回測定　　　体温:月1回測定　　　　食事形態:常食

作業　Ｂグループ　　　リハプロ導入予定　　　SST:Cグループ(社会復帰)

ナイトプログラム:サボテンⅡ(社会復帰)グループ

受け持ち担当スタッフ:中田Ns･加藤CW　

経過

平成20年9月11日早朝、元従業員の家に行き、首を絞めようとする事あり、

昼過ぎには、三沢駅の前で興奮し、警察官にて保護されている。同日15:50警察
官、御家族付き添いにて当院受診し、東病棟Aユニット8号室（個室）へ入院と
なる。入院当初は落ち着き全くなく、多弁で話しかけ著明みられ易努性も強く、
他患者様に対しても怒鳴ったりしている状態であり服薬も、薬包に印字されてい
た“恵国”というのが気に入らない、字が間違っていると、薬包を持ってい

たスタッフの手を振り払ったりすることもある。しかしながら継続的な服薬にて徐々に易努性はなくなり、8号室（個室）より11号室（大部屋）へ移動となっている。夜間の睡眠も不安定な状態続いていたが、徐々に改善傾向で10月10日には東病棟AユニットよりBユニットに移動となる。移動後も落ち着いて過ごしており、安定した状態を保つことできている。11月24日症状沈静好転化、療養環境目的にて西病棟Bユニットへ移動となる。日課スムーズに行う事出来ており、移動後も気分の高揚さなく落ち着いて過ごす事できている。外泊にも行かれているが服薬等も問題無く行えている。
本日10：00症状鎮静好転化、療養環境変更目的にて北病棟へ移動となっています。
※今後については自宅退院の方向となります。本人様は外出・泊訓練を繰り返し今後について考えていきたいと話しています。医療保護入院から任意入院の切り替えについては主治医より北病棟に移動後検討するとの事でしたので主治医診察時に、医療保護入院から任意入院の切り替えについてと、今後の方針を確認していく事となっています。

本日、オリエンテーションも問題なく行っており、他者へも自ら挨拶されていま
す。環境変化による気分変動なく、不安な様子等も見られていません。

＜今後の方針＞　

 自宅退院を目標としている。退院日については御家族・主治医と決めていきます。

＜看護方針＞

· 服薬自己管理をして頂き服薬の重要性を知って頂く事。管理能力を身に着け
て頂く。

　　　管理能力を身に着けて頂く。

· 外泊訓練を継続しつつ、病院近辺の単独外出訓練を行い買い物や交通マナー
など知って頂く。

　　・危険行為の観察をしつつ、病気と気分の変化をご本人に知って頂く。

　　・自身の感情のコントロールや自身の症状管理できるよう介入していく。

＜行事連絡＞

･餅つき大会

平成２０年１２月２７日（土）

①集会室：東・西・北・南ＡＢユニット患者様（９：３０～１１：３０）
②南病棟Ｄホール：南ＣＤユニット患者様（１４：００～１５：００）

＜目的＞

・季節感を味わって頂き、お餅を搗いたり食べる事により気分転換を図り、年末を実感して頂く。

· 皆と一緒に行事を行い、他病棟の患者様やスタッフとの交流を図る。

集会室を会場にして参加患者様に集合して頂き、円陣を作りその中央で

　次年の干支の患者様（希望者）に餅つきをして頂き、その後に餅つき・

　のしを希望された患者様が一緒に行います。
＜年男・年女＞

北病棟：大下　良悦様・十日市　利喜様（計２名）

＜餅つき・のし希望者＞

北病棟：五日市　規様・清川　厚子（１１月２８日現在）計２名
＜試食について＞

・盛り付けは、もち・あんこなどの計量が必要なため、サポートスタッフが実施する。

・ごま・あんこ・きなこ・くるみの中から2種類を選び（１２月１５日までに希望集計しておく）、お茶と共に患者様に食べて頂きます。（キザミ食の方は餅を細かく切って提供する。）お雑煮には、全患者様対象です。

・餅つきについての由来を話し、何で行われるようになったのかを説明する。

・ＤＭ・特別食の患者様の試食については事前に主治医へ確認。

※　当日は会場に民謡などのＢＧＭ等流し、餅つきの雰囲気を味わって頂きます。

当日は会場を紅白幕で覆い、めでたい雰囲気を味わって頂きます。
＜当日の流れについて＞

Bグループ

9:30  患者様誘導 東・西・北病棟のプログラムＢグループ患者様・南Ａ・Ｂユニット患者様集会室へ入場。

司会（工藤Ns）より開会の言葉

もちつき開始

年男・年女・希望者にもちをついて頂く

もちのし開始

（希望者と一緒に実施）

患者様試食

10:30　試食終了・退場

Aグループ

10:40　東・西・北病棟のプログラムＡグループ患者様・南Ａ・Ｂユニット患者様集会室へ入場。

もちつき開始

（Bグループと同様）

（希望者と一緒に実施）

試食

11:30   試食終了・退場

※午前は、7時より北病棟キッチンを使いもち米を蒸したりするので７時に北病棟深夜スタッフへ依頼する事決定しています。後日確認し連絡します(蒸し方など)

※北病棟のSSTは、午後に行います。(A･B･C･Dグループ)

















































